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メニエールはもう怖くない 

 

（怖い病気はこの世に何一つありません。医者が患者を怖がらせているだけです。この

世に原因の分からない病気、従って怖い病気は何もありません。この世に治らない病気、

従って怖い病気は何もありません。どうしてこんな単純な真実が今なお知られないのでし

ょうか？製薬メーカーと医学会のボスと病院と医者が談合しているからです。なぜ談合す

るのでしょうか？医学の真実よりもお金を重んじるからです。患者の病気を治すよりもお

金が欲しいからです。資本主義社会においてはお金がなければ生きていけません。お金が

あればあるほど快楽の量を増やすことができるからです。 

 

どうして真実を大事にし、患者の病気を治してお金を稼ごうとしないのでしょうか？答

えは明々白々です。製薬メーカーがつぶれ、病院がつぶれ、医者も失業するからです。ど

うしてでしょうか？病気がなくなると医薬関係の仕事がなくなるからです。私も失業する

かもしれません。病気がなくなれば、それこそ医薬業界に大不況が訪れます。 

 

メニエールはまさにヘルペスウイルスと免疫とが内耳神経で戦って炎症を起こしたため

です。この時に免疫を助けてあげる抗ヘルペス剤を投与すれば、簡単に当面戦っているヘ

ルペスウイルスを免疫はやっつけることができ、症状はすぐに消えてしまいます。残念な

がら抗ヘルペス剤はヘルペスウイルスそのものを殺すことはできないのですが、ヘルペス

ウイルスが増殖することを阻止することより、目の前にいるヘルペスをすぐに殺すことが

できるからです。いつまでもヘルペスウイルスが増え続けると永遠に戦いが続き、メニエ

ールの症状が取れないのです。 

 

抗ヘルペス剤が 20 数年前に発明されて以来、次々と様々な抗ウイルス剤が出現しました

が、それでもウイルスそのものを殺す薬は作ることができないのです。抗生物質は直接細

菌を殺すことができるのですが、抗ヘルペス剤は免疫を手助けすることによって素早く目

の前にいるヘルペスウイルスを自分の免疫で殺しきることによって症状がなくなってしま

うのです。 

 

それではなぜメニエール病や突発性難聴のときに、耳鼻科医は原因も分からずにステロ

イドホルモンを点滴したり、内服させたりするのでしょうか？もちろん免疫の働きを抑え



ることによって、戦いがなくなると一時的には炎症、つまり症状が消えてしまうからです。

しかしステロイドを投与している間に、ヘルペスウイルスは好き放題にあらゆる末梢神経

に増殖し続けることを耳鼻科医はおくびにも口に出しません。残念です。 

 

皆さん、以上述べたことを、私しか知らないと思いますか？絶対そんなことはありませ

ん。日本を代表する東大、京大の医学部の教授たちをはじめ、世界に冠たるハーバード、

イエール、プリンストン、オックスフォードなどの医学部の教授は、私より頭が悪いと思

いますか？絶対あり得ません。それではそれほど優秀な医学者たちが、メニエールの原因

がヘルペスを殺そうとして免疫が戦っているに過ぎない事をなぜ知らないのかご存知です

か？ただ単に世界一流の医学者たちは知らぬフリをしているだけです。きつい言い方をす

れば、嘘をついているだけです。なぜ嘘をつくのでしょうか？この答えが極めて大事です。

よ～く聞いてください。『現代の医療の基盤である、免疫を抑えるという医学が全面的に

崩壊してしまうからです。』これが答えです。なぜ崩壊するのでしょうか？メニエール病

は、ヘルペスウイルスと免疫の戦いの結果生じているという事がばれてしまうと、全ての

病気で用いられるステロイドをはじめとする薬の大部分を占める抗炎症剤が、最悪の薬で

あるという事が分かってしまうからです。つまり敵を殺し命を守ってくれる免疫の邪魔を

して、命を損ねているという事がばれてしまうからです。と同時に、メニエール病で起こ

る頭痛、耳鳴り、難聴、めまい、吐き気、肩こり・首こりの全てがヘルペスと免疫の戦い

の結果生じたものであるということもばれてしまい、こんな簡単なことを知らなかった医

学会の権威は丸つぶれになってしまいます。しかも製薬メーカーの作る薬は、全て命を守

る免疫に対する毒薬であるということが白日にさらされてしまうからです。製薬メーカー

の名誉のために付け加えますが、ワクチンと抗生物質と抗ヘルペス剤は最高に免疫を手助

けしてくれる薬であることは言うまでもありません。 

 

さらに原因不明だという病気のほとんどが解明されてしまうからです。ひとたびこれら

の神経症状がヘルペスと免疫との戦いに見られる症状という事が分かってしまうと、全て

の原因不明とされている様々な神経疾患が、ヘルペスと免疫との戦いの結果生じたことが

分かってしまうからです。また、それではなぜヘルペスがこれほど人体のあらゆる末梢神

経に増えたかという事が分かりだすと、恐ろしいことになります。医者の出す免疫を抑え

る薬が原因だという事が分かるからです。製薬メーカーは免疫を抑える薬しか作ることが

できないので、このような薬を医者があらゆる病気に用いているので、それこそ医者や薬

がヘルペスを殺すどころか免疫の遺伝子を変えることによって、訳の分からない難病を作

っているという事がばれてしまい、製薬メーカーや医学者の責任が問われることになるか

もしれないからです。 

 



ついでに以上の症状以外に、私が既に見つけだしたヘルペスと免疫の戦いの結果現れる

病気のいくつかを羅列しておきましょう。肩こり、首こり、偏頭痛、目の奥の痛み、目の

不快感、目の翼状片、顎関節症、口内炎、舌炎、しわがれ声、抗生物質で治らない慢性咽

喉頭痛、チック、熱性痙攣、慢性疲労症候群、眠り病、こむら返り、顔面神経麻痺、三叉

神経痛、原因不明の坐骨神経痛、筋肉の痙攣、船酔い、車酔い、手足の痺れ感などがあり

ます。これから先も原因不明の数多くの神経症状は、ヘルペスと免疫との戦いであるとい

うことがますますわかってくるでしょう。つまり、原因不明の病気がほとんどヘルペスと

免疫との戦いの結果生じたものであるという事が徐々にいずれ解明されてしまうでしょう。

ヘルペスに関してはここを読んでください。 

 

メニエール病が発見されて150年以上も経ちます。しかし今までどんな優れた医学者も、

メニエールは内耳神経に巣食ったヘルペスウイルスと免疫との戦いに生じた正しい症状で

あることを誰一人として見つけだすことはできなかったのです。いや、一介の開業医に過

ぎない私が見つけだした真実を他の偉い医学者たちが知らなかったわけでもないし、知ら

ないわけでもありません。つまり隠蔽していただけです。なぜ隠蔽を続けてきたのでしょ

うか？それは、ヘルペスウイルスを内耳神経まで増殖させたのは、医者たちの免疫を抑え

る薬であることが暴露されてしまうからです。このような権威や権力にとって都合の悪い

真実の隠蔽は、今現在医療界のみならず全ての分野でも行われています。 

 

そのひとつは福島原発事故の放射能の影響に対する国や東電の情報操作であります。彼

らは常に“今すぐ人体に影響はない”と言い続けていますが、こんなことは誰でも知って

いることです。本質的な問題は、漏れた放射能が何十年・何百年に渡って人体の遺伝子を

傷つけ、原癌遺伝子を簡単に癌細胞に変えてしまうことであります。このことについては

彼らは一言も口にしません。福島県は第 2 のチェルノブイリになってしまうのです。 

 

そのふたつめは、我が母校の京大の山中伸弥教授が見つけ出したといわれる、iPS であり

ます。体細胞のひとつである繊維芽細胞の遺伝子にレトロウイルスと呼ばれる運び屋のウ

イルスに C-myc という癌遺伝子に加えて、他の３つの遺伝子を導入して、訳の分からない

細胞を作ったからといって万能細胞と言いたて、それを京大の教授方やマスコミがはやし

まくり、さらに世界的な研究だと喧伝し続けています。実はこの iPS 細胞の実態は何かを

お伝えしましょう。まず第 1 点は、これらの遺伝子を入れた繊維芽細胞 10 万個から iPS 細

胞と言われるのはたったひとつしかできないのです。しかもその iPS の遺伝子が正確にど

んなものかを見極めるのは絶対に不可能なのです。その 10 万個のたった 1 個の iPS をなん

となく培養していくと神経細胞もどきの細胞ができたり、心筋細胞もどきの細胞ができた

りするのを、上手にマスコミにリークして、マスコミはうまくのせられ、はやし立ててい

るのです。ばかげた事です。そのような細胞がこれから癌細胞になるかさえ検証すること



はできないのです。10 万個のうち 1 個だけが iPS になり、残りの 99999 個は確実に癌細胞

になる事が知られています。当たり前のことです。C-myc という癌遺伝子をわざわざ入れて

できるものは癌細胞に決まっているのです。 

 

私は常に言い続けていますが、遺伝子を変えることは人間の英知を超えて神の領域を侵

すことになるのです。福島の原発にしろ、大量の電力を生み出して生活の快楽を増やしお

金を儲けるために、人間がコントロール不可能な放射性物質をわざわざ作り出して、この

ような天災で苦しむのは初めからわかっていることです。福島原発炉の 30km 周辺は 100 年

以上も放射能で汚染され住みつくことは不可能になってしまっています。それは既にチェ

ルノブイリ原発事故で証明されていることです。しかもチェルノブイリは４つの原発炉の

中で１機だけが溶融したのですが、福島原発は６つの原子炉のうち４つが部分的に溶融し

てしまいました。チェルノブイリは放射能漏れを２週間で封じ込めたのですが、福島は３

週間たった今でも放射能がどんどん漏れ続けています。これを止めるのに数ヶ月はかかる

と言われています。これこそ人災そのものです。チェルノブイリは今なお後始末に大変で

す。１年に４日間しか一人の労働者はチェルノブイリの処理に関わることが許されていな

いのです。それ以上仕事を続けると放射能を浴びすぎて癌になるからです。 

 

これらの人災の原因は何でしょうか？それは人間の傲慢さです。金儲けのために自然の

摂理である真実を愚弄したためです。快楽のために遺伝子や放射能を自由に操ることがで

きると思い込んでいる人間の傲慢さは、結局は元も子もなくしてしまうことになるでしょ

う。 

 

私は山中先生に聞きたいことがいくつかあります。遺伝子を自由に操作することができ

るならば、なぜ癌を治す事ができると言わないのですか？彼が繊維芽細胞の遺伝子を変え

て作った新しい訳の分からない細胞の 99.9％以上が癌細胞であるからです。癌細胞を作り

出しているその当本人が癌を治すということは嘘 800 になることを知っているので、さす

がの勇気ある山中先生も言えなかったのでしょう。皆さん、もちろん癌の根治の研究は 70

年 80 年されていることはご存知でしょう。20 世紀中に癌は克服されていると医学者たちは

言いまくっていましたが、今なお答えは見つかりません。これから先も絶対に癌の根治治

療を見つけだすことは不可能でしょう。 

 

ついでにもうひとつ彼に聞きたい質問があります。彼は整形外科医であったのですが、

リウマチを治す事ができないと知って基礎の研究者になったようですが、リウマチを私は

治す事ができるのですよ。あなたはリウマチとアレルギーが同じ敵を相手にして戦ってい

ることを知っていますか？リウマチもアレルギーに自然にクラススイッチして、治すこと

を知っていますか？あなたはアレルギーが治ることを知っていますか？ 



 

彼は iPS を 10 年かければ完成させられるとうそぶいていますが、彼は遺伝子が完成され

るのに 37 億年かかっていることを忘れています。さらに彼が忘れていることは、遺伝子を

一時的に変えても必ず修復してしまう遺伝子があることです。さらに彼がもうひとつ忘れ

ていることは、修復できない遺伝子はアポトーシスするか、癌になって死んでいくかのど

ちらかであるということです。こんな簡単な真実を私だけしか知らない訳はないのです。

お偉い学者は誰でも知っていることです。どうして知っているのに知らないフリをせざる

を得ないのでしょうか？ 

 

それはメニエールの原因はヘルペスウイルスであるという事が知られていたのにもかか

わらず言えなかった理由と同じことです。つまり業界内の利害を重んじて真実をないがし

ろにせざるを得ないからです。医学会に属している医者が堂々と真実を語れば必ず村八分

にされてしまうからです。それでは私はどうして村八分にされないのでしょうか？開業し

た25年前からアレルギーやアトピーの治療でステロイドは間違っていることに気がついた

ときから、自ら現代の医学を支配している医学会という世界から自分自身を好んで村八分

にしてしまっていたからです。それではどうして生き続けて来れたのでしょうか？それは

真実の医学とその真実の医学を実践することによって治せない病気を全て治してあげた患

者さんに支えられてきたからです。医学は医者や医学会や製薬メーカーのために存在して

いるわけではありません。患者さんのためにあるべきものですが、それが逆転してしまっ

ているのです。社会医療保険制度も医者が儲かるためにあるのです。 

 

とりわけクローン病や潰瘍性大腸炎などの『特定疾患』に指定される病気は、絶対に治

らないので患者の医療費はタダにしてあげるから一生“毒薬”を飲みなさい、という極め

ておかしな制度です。医療機関もお金をどこからも一切もらわなければ筋の通る話ですが、

医療機関も製薬メーカーも全て保険制度からお金をもらっているので、本当はタダではな

いのです。治らないといわれる患者は医者のいいカモにされているだけです。こんな真実

を色々と語れば語るほど私は医療界・薬業界から無視され続け、最後は抹殺されるかもし

れませんが、医学の真実と患者さんが私を支えている限り、勇気を持って真実を語り、治

せる医療を実践することができるのです。 

 

元に戻りましょう。そもそも山中先生の集団が目指している iPS 細胞の目的は何なので

しょうか？再生医療のためのようですが、とりわけ神経細胞や心筋細胞は再生能力を欠く

という事で、これらの細胞の障害に関わる疾患に大いに iPS が貢献するように取り上げら

れています。ところが心筋細胞について言えば、心筋梗塞による壊死した心筋細胞を再生

しようということですが、心筋梗塞自身が成人病のひとつですから、予防に力点を置くべ

きなのです。つまり患者が長年かけて作った贅沢病ですから、心筋梗塞の基礎疾患である



高血圧や糖尿病や高脂血症による動脈硬化にならないように、成人病税をかけて一人一人

の患者さんに自分が作った病気であるという意識を高めれば簡単に解決します。さらに神

経細胞の障害は事故が一番多いものですから、やはり事故を起こさないように安全教育に

もっと力点をおくべきです。いずれにしろ他の組織の細胞は再生能力が旺盛であるので、

再生医療の必要性ははるかに低下するようですが、欠損したり傷ついた組織を再生するた

めには、人間の遺伝子に与えられている再生能力に任すのが最善の道ではないでしょう

か？皮肉を言わせてもらえば、命を失うという事は全ての臓器の再生が不可能になった状

態ですが、ひょっとすれば山中先生がされておられる再生医療によって命が再生できる日

が来るかもしれませんね、ワッハッハ！） 

 

最初に耳に異変を感じたのは、7年前のことでした。当時、ハードな仕事にやっと一息

をついていたある日、朝、起きたら突然、右耳がトンネルにでも入ったかのように塞がれ

たようになっていました。 

 

（ストレスがかかると、そのストレスに対抗するために、人は副腎皮質ホルモンを体内

に大量に作ります。この間、人体は医者からステロイドを投与された状態と同じになり、

免疫は抑制され、内耳神経に少しばかり住みついていたヘルペスウイルスはここぞとばか

りに増殖し続けます。ところがハードな仕事が一息ついたときに、ストレスホルモンであ

るステロイドホルモンは急激に減ります。このときに免疫の働きが回復します。免疫はす

ぐさま内耳神経のヘルペスウイルスを見つけだし戦いを始めます。内耳神経に炎症が生じ、

異常な電気信号が発せられます。これが耳鳴りとして認識されるのです。さらに炎症が強

くなれば新たに音を察知することができず、難聴となるのです。つまり耳鳴りよりも難聴

の方が炎症の度合いが重篤であるのです。 

 

あらゆる病気は免疫を抑えることによって生まれるものですから、ストレスが病気を作

り、ストレスが病気を悪くし、さらに病気を治せなくしてしまいます。ストレスで満ち溢

れている複雑な現代社会において、いかにストレスから逃れ、かつそのストレスを上手に

処理するかが、病気から身を守る最高の方法です。しかしながらお金を稼がなければ生き

られないという資本主義社会は、生き続けるという事がストレスそのものですから、結局

は病気になる人はストレスの戦いにおいて負け組となるわけです。一言でストレスを逃れ

る方法を言えば“心の諦め”です。ところがなかなか諦めきれないのが人間です。心で諦

めきれない人は命まで無くしてしまいます。これが自殺です。過去 13 年間、日本は毎年

32000 人前後の人が全てを諦めて命を失ってしまっています。残念です。） 

 

「変だな」と思いつつ、仕事に行くと、同僚の声が２重に聞こえ、ついに、低い声が聞

こえなくなりました。それでも事態がよく飲み込めない私は、疲れていたから、寝れば治



るだろうと、楽観視して、数日そのままでいました。ついに、仕事中に、今まで体験した

ことのない様な眩暈（？）が出現して、歩くと、足がめりめりと地面に入りこんでいき、

うまく歩けない感覚にとらわれました。今、思うとあきれますが、それでも仕事はしてい

ました。その眩暈出現後、１時間くらい過ぎると急に、耳の塞がれた感じが消失しまし

た。？？？一体なんだったんだろうと、ビックリして、耳鼻科に行きました。子どもが赤

ちゃんの時から、お世話になっているとっても親切な先生です。先生からは、「突発性難

聴でしょう」と言われ、「念のため、ステロイドを内服しましょう」と言われて、５日分

ほど、内服しました。しかし、その後も音が大きく響く感じ、フラフラ感、耳の閉塞感、

嘔気、肩甲骨～首にかけての痛みなどは、ずっと続いていました。 

 

（耳鼻科の専門医でいらっしゃる親切な先生でありますが、突発性難聴の原因を私のよ

うに徹底して考え尽くさないどころか、結局は免疫を抑えてしまうというステロイドを使

うことによって、一時的には免疫とヘルペスとの戦いによる炎症症状を見かけは良くして

いるだけで、実はさらに多くヘルペスウイルスを増やしていることも気がついていないと

ころが、並みの専門医にすぎないのです。患者さんが書かれているように、フラフラ感、

耳の閉塞感、嘔気、肩甲骨～首にかけての痛みの全ては、まさに免疫がヘルペスと戦って

いる症状に過ぎないのです。この患者さんの症状からこそ、これらの症状の全てがヘルペ

スとの戦いであることに気づかねばならないのですが、医者は耳鼻科学会のボス先生方が

書いた教科書が正しいと思い込んでしまい、真実の医学の教科書である患者さんから学ぶ

ことを一切できなくなっているのです。皆さん、肩こり・首こりがヘルペスと免疫との戦

いであることを知ってください。99.9％の肩こりは抗ヘルペス剤で治す事ができます。四

十肩や五十肩も全てヘルペスと免疫との戦いによって生じるものですから、抗ヘルペス剤

によって完全に治ります。） 

 

 ２年前の冬、よほど免疫力が落ちていたのでしょうか。10 月から、毎月１回づつ、３回

風邪をひきました。３回目に風邪をひいた時には、耳の状態が悪化し、難聴だけでなく、

耳鳴りまでもが、両耳で聞かれるようになり、耳の奥のぴりぴりした痛み、肩甲骨付近の

引き裂かれるような痛み、耳の後ろの髪がひっぱられるような痛み・・・と、次々に不快

な症状が出現しました。（これらの症状も全て免疫とヘルペスとの戦いであるのです。こ

のような症状はメニエール病が発見されて 150 年間に人類の何千万人という患者さんが経

験した症状であるのにもかかわらず、世界中のどんな医者も、このような症状は患者の免

疫がヘルペスと戦っているという真実に気がつかなかったのは滑稽千万です。医者たちが

嘘をつき続けたからです。医者がどんな嘘つきか、皆さんご存知ですか？医者は常に自分

の治療が病気を治している様な態度を取りますが、病気を治しているのは患者さん自身の

免疫であることを絶対に言いません。言えるはずはないのです。彼らが投与する薬は全て



免疫を抑える薬ですから、全く間違った正反対のことをやっている医者が、どうして病気

は患者さんの免疫で治すという事がいえるでしょうか？言えるはずがありません。） 

 

耐えられなくなり、耳鼻科を受診すると今度は、「蝸牛性メニエールでしょう」と、診

断されました。 

 

（蝸牛性メニエールであろうが、前庭性メニエールであろうが、病名などはどうでもい

いのです。本質はなぜこのような症状が起こるのかという点です。病名が症状を起こして

いるのではありません。この世に病名は何万とありますが、病気を起こす人体にとって異

物となる敵は、何回も述べているように３～４つしかないのです。従ってまず今まで付け

られてきた教科書に載せられている全ての病名を廃止することが第一歩です。 

 

本当に正しい病名のつけ方を教えましょう。まず免疫が戦う異物を掲げ、次にその異物

と戦う免疫側の武器を掲げ、最後はどこで戦っているかを示せば、本当の正しい病名とな

ります。例えば、メニエール病は“ヘルペスウイルス性 IgG 性内耳神経炎”というように

病名を変えてしまえば、治し方も簡単に分かり、全てが一目瞭然となります。このような

症状を 150 年前にメニエールが見つけたなどということはどうでもよいことなのです。病

名は医者の名誉を称えるためにあるのではありません。全ての医者が患者の病気を治せる

ために共有する病名にするべきであり、同時に患者さんに最も分かりやすいようにつける

べきです。） 

 

「これは、治りません。ご希望なら大学病院を紹介します。」と、言われ、何故か咄嗟

に、「治らないなら（これ以上は）結構です」と、答え、イソバイトなどの薬だけをもら

って、帰りました。そんな時、たまたま立ち寄った書店で、“めまい、難聴、耳鳴りは、

ヘルペスウィルスが原因だった”という、大学病院の医師の話しが書いてある雑誌をみつ

けました。日ごろから、疲れると口唇ヘルペスが良くできていた私は、「そういえば・・・」

と、出現の仕方が良く似ていることに気づきました。自宅に帰り、すぐに、インターネッ

トで調べ、松本医院に通院中の女性の手記にヒットしました。驚いたことにその手記は、

ヘルペスウィルスとの因果関係を大学病院の医師が発見するよりもかなり以前のものでし

た。その理論に納得し、すぐに松本医院に行きました。 

 

（そうです。私が既にとっくの昔に見つけだしていたのです。大学病院の先生が見つけ

ているにもかかわらず、なぜ正しい真実が広まらないのかご存知ですか？彼がメニエール

学会のボスでないからです。世の中は全て権力者が牛耳っています。全世界のボスである

アメリカが支配しているように、全ての分野においては下っ端が何を言っても無視されて



しまいます。権力者は常にお金と人事権と強制力を握っていますから、自分の快楽を最大

限に増やすためには、真実などはどうでもいいのです。 

 

とりわけ日本の社会は“長いものには巻かれろ”で、正義感と真実をいかに体現してい

ても、権力には勝てないようになっています。ましてや民主主義といっても、これはあく

までも政治の世界であり、医療の世界は完全に医学界が握っていますから、医学会のボス

に医学の真実には完璧に無知な一般大衆が意見を申すことは不可能です。にもかかわらず、

一介の開業医に過ぎない私が敢然と医学会に反旗を翻しているのはなぜでしょうか？やは

り病気を治してあげたいという患者に対する愛情はもとより、真実で世界を満たしたいと

いう情熱が私を駆り立てさせるのです。） 

 

ツーンとする漢方の匂い、ステロイドは使わないと書かれた貼り紙、そしてたくさんの

手記を読んで、間違いなく私の病気も治して頂ける（正確には、自分で治すものですが、

当時はまだそこまでわかっていませんでした。）と、確信しました。 

 

（その通りです。病気を治すのは患者自身の免疫であり、免疫を抑えることがない患者

自身の心であります。この世に治らない病気は何もないのです。正しくはこの世に患者の

免疫が治せない病気は何もないというべきです。この患者さんのように聡明で純粋で、か

つ素直でいらっしゃる患者さんばかりであれば、私もストレスが０になりますが、残念な

がらこのような人が少ないのです。だからこそこのようなコメントを休日に同じことを懲

りずにしつこく繰り返し書き綴り、少しでも真実の医学をできる限り多くの人に知っても

らうために努力を続けているのです。 

 

間違った医療を正すことによって患者さんの苦痛が除去されるどころか、医療費は激減

します。私が厚労省の大臣になれば、年間 36 兆円の医療医を 10 兆円ぐらいにまで下げる

ことができる自信があります。それではどのようにして医療費を削減することができるの

でしょうか？答えは極めて簡単です。自動車の修理の原理原則を採用すればよいのです。

第 1 点は、原因が分からない病気は治療してはならない。第 2 点は、病気が治ってしまう

までは医療費は患者からとってはならない。この 2 点です。自動車の修理屋は、原因の分

からない故障に手を出しますか？故障が直っていないのにお金を支払う必要があります

か？全てＮＯでしょう。これは常識ではないでしょうか？しかも人間は自動車ではありま

せん。絶対に病気を治さなければ生きている価値がないからこそ、病院は病気を治す為に

誰もがかかれる社会医療保険制度を作ったのです。にもかかわらず病院は病気を治す目的

を果たさずに検査漬け、薬漬け、病気製造所に堕落してもお金を儲けるようにしてしまっ

たのです。 

 



医学が進歩し病気の原因がなくなり、素晴らしい薬が開発されていると言われているの

にもかかわらず、病人や医療費はうなぎ登りに増えていきます。しかもますます医者が少

ないと言われ、医者の数を増やそうとしています。なぜでしょうか？医者や薬が病気と病

人を拡大再生産し続けているからです。このような不景気でも稼いでいるのは薬業界と医

療界であります。病気を作る薬を作り、売り、病気を作る治療を続ける医療界が永遠に儲

かるシステムを作ってしまったのです。私が提言しているふたつの原理原則に基づいた医

療によって浮いた何十兆円というお金を東北地震復興と福島原発処理に使うべきです。今

が“治してナンボ”の正しい医療制度に作り変える最高のチャンスです。） 

 

先生に今までの経過を話すと、すぐにヘルペスウィルスが原因であると言って頂き、「大

丈夫、必ず治る」と、言ってもらいました。（私の医療は原因治療であり、従って病気を

治す根本治療でありますから、あらゆる病気も全て症状を聞くだけで治せる答えが即座に

出るのです。ただこの患者さんもヘルペスを内耳神経に増やしたのは、医者だけではなく、

自分の心であることに気がついてもらう必要があったのです。私は原因治療を患者にやっ

てあげるのですが、患者さんにも協力してもらう必要があります。わずかな給料のために

ハードワークをやり続けてストレスをかけ続けることをやめること、規則正しい生活をす

ること、睡眠不足にならないこと、解決のつかない心の重荷になっているストレスは諦め

ること、このような心構えは全て免疫を正常に戻してくれるのです。病気を作っているの

は自分の心であり、医者であり、薬であることを忘れてはなりません。病気を治すのは自

分自身であることも忘れてはなりません。自分の免疫をいたわってください。） 

 

抗ウィルス剤を内服してからは、ほんの数日で、耳や肩、肩甲骨の痛みなどがスーッと

改善しました。今では、わずかな耳の違和感、疲れると肩のこりが、出現する程度です。

低音部分が聞き取りにくかった聴力も正常に戻り、あれ以来、耳鳴りも出現していません。

最近は、肩や耳に異常を感じると、疲れているんだなと思い、運動をしたり、リラックス

したりして、それでも「無理だな」と思ったら、松本先生に相談しています。この出会い

がなければ、きっと私は、耳鳴りや難聴、めまいに悩まさせられながら、仕事も子育ても、

できずに、自分の人生を自分らしく生きることができなくなっていたのではないかと思い

ます。（この患者さんは本当に物分りがよいお方です。私は過去 25 年間に延べ何十万人と

いう患者さんとの出会いがありました。患者さんの知的レベル、性格、ものの考え方、心

のあり方、千差万別であります。様々な人との出会いも医者の仕事の楽しみの一つであり

ますが、とりわけこのような手記を書いていただける患者さんとの出会いは、人との出会

いの喜びの中で特筆すべきものです。顔がきれいでも心の汚い人、美人ではないけれども

心の美しい人、初めて出会うだけで心が寒々としてしまう人、邪悪な気が自分の気持ちま

でぞっとさせる人、勉強もしていないのに何もかも知っているかのような口の利き方をす

る人、誇りだけが強くて自分の愚かさに気がつかない人、自分の汚れた心を隠そうとする



人、率直で正直でこだわりのない人、顔も美しく心も美しく、さらに知的レベルの高い人、

本当に人間という種のあらゆるタイプの人との出会いがありました。このような数多くの

人との邂逅だけでも、私は生きた価値があるといえるぐらいです。でも何よりもこのよう

な真実を書いていただける患者さんとの出会いはまさに生き甲斐の一つであります。） 

 

松本先生、ありがとうございます。そして、これからもよろしくお願いします。同じ病

気に悩んで苦しんでいる方々が少しでも楽になりますように、この手記を参考にして頂け

ると幸いです。（この世に治らない病気はないのです。この世に原因不明の病気などは何

一つとしてないのです。皆さん、賢くなりましょう。私も今後も“患者さんという教科書”

からまだまだ分からないことを学んでいくつもりです。どんな病気も絶望することはあり

ません。生まれつきの遺伝病でない限りは、全て治す事ができます。自分の心と自分の免

疫で！） 
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